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令和6年度７月運営推進会議 次第

1  … 開会の挨拶
2  … 出席者紹介
3  … 運営推進会議の開催目的
4  … 令和5事業報告
5  … 活動・行事報告
6  … 意見交換
7  … 次回開催予定
8  … 閉会の挨拶
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介護保険の地域密着型サービスに係る運営推進会議
については、関係省令等により、次のとおり規定います。

地域密着型通所介護の事業者は、
地域密着型通所介護等の提供に当たっては、
利用者、利用者の家族、地域住民の代表者、
当該事業所が所在する区域を管轄する
地域包括支援センターの職員、地域密着型通所介護等について
知見を有する者等により構成される協議会（「運営推進会議」
という。）を設置し、おおむね6月に1回以上、
運営推進会議に対し活動状況を報告し、運営推進会議に
よる評価を受けるとともに、運営推進会議から必要な
要望、助言等を聴く機会を設けなければならない。

運営推進会議の開催目的
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令和5年 五天山ふくしあ地域密着型通所介護事業所 事業計画

地域のニーズに応えてサービスを提供するにあたって、健康で明るく生きがいのある生活を理念とし

て、体力低下を防ぐ取り組みを継続し、誰もが、自立した生活が出来るよう支援する。また、介護予
防センターと共催で行った「コキアでつながろう」をきっかけとし、地域との連携を図り、地域福祉
の拠点組織となることを目指します。

重点推進項目

１ 残存能力の維持と身体機能向上

マシンを活用したプログラムを継続して、身体機能を向上し、介護度が改善できるように日々取り
組みます。

２ 快適に過ごせる環境づくり

感染症対策を万全とし、清潔な環境で心地よくお過ごしいただける様環境整備を徹底します。
３ 介護の質向上と介護事故0

身体機能は維持しながら、介護技術の向上と事故等が起きない様に取り組みます。

４ ケアマネジャーとの連携
日ごろより、ケアマネジャーとの交流を行い、情報伝達が速やかに行える様にします

５ 地域に知ってもらう取り組み
運営推進会議開催や、介護予防センターと昨年行った「コキアでつながろう」の取り組みをもとに、

地域との連携を強化していきます。
６ 確実な情報伝達

情報伝達が早く確実に行える様、職員一人ひとりが配慮して行動します。



リハビリ専用マシンの紹介
ドイツの医療認証を受けた３台の専用マシンを
完備しております。マシン利用時には専門の
機能訓練指導員がサポートいたします。

 [１] ホリゾンタルレッグプレス
足の力をつけましょう
立ったり座ったりの
動きが楽になります。

[２] ヒップアブダクション
歩行が楽になります
立ち上がり、歩く際の
バランスがとりやすく
なり、まづきにくく
なります

 [３] ローイング
背筋が伸び呼吸が楽に
なります 猫背や腰の
曲がりなど少しづつ
伸びていき呼吸が
楽になります。

「パワーリハビリテーション」とは？

介護保険の発信国であるドイツで医療認証を受けた、
リハビリ専用の医療マシンを利用したトレーニングで老

化や障害によって衰えてしまった運動機能や行動パター
ンを回復させようとするものです。普段の生活では動か
すことのなくなってしまった筋肉や関節などを、無理の

ない範囲で痛みなく運動を続けることで機能回復や重症
化の予防につながります。

パワーリハビリでの改善事例

•杖なしで歩けるようになった
•立ち・座りが楽になった
•腕が上がりやすくなった

•猫背が治った プレミアムジムエクササイズ
体幹トレーニング
木製のベースを床に置き、
２本のファンクションバーを
握るだけ。
誰でも簡単にエクササイズをするこ
とができます。
普段は動かさない筋肉も無理なく使
うことができ、気持ちよ～く運動す
ることができます。

五天山ふくしあ・毎日の機能訓練を紹介します



令和5年度 事業報告

１ 残存能力の維持と身体機能向上
利用者の身体機能の改善・向上を目指し、マシンを活用したプログ
ラムを継続しています。利用者一人ひとりが自身の能力を理解する
ことで、自立した日常生活を送れるようになっています。このプロ
グラムの継続的な努力とケアの甲斐があり、ＡＤＬ（日常生活動
作）利得の平均値が１．９から４．１に向上しました。これは、身
体機能が改善・向上するだけでなく、外出の機会が増えることで社
会とのつながりが増え、認知機能の改善、言語機能の維持、幸福感
や満足感を得られることにも結びつく、素晴らしい成果と言えます。

自立支援・重度化防止の観点から、一定期間内に
当該事業所を利用 した者のうち、ＡＤＬ（日常
生活動作）の維持又は改善の度合いが一定 の水

準を超えた場合を新たに評価するものです。

評価対象利用開始月（例えば１月）と当該月から起算し
て６月目（例え ば６月）に測定したＡＤＬ値の差です。 
（例）１月が80、６月が75→ＡＤＬ利得は、

75-80＝-５（悪化） 
１月が75、６月が80→ＡＤＬ利得は、

80-75＝５（改善）



支援１ 3 1 6 3 1 6 3 1 7 3 1 5 3 1 8 3 1 7 1 8 9 9

支援２ 3 2 4 3 2 4 3 2 5 3 2 2 3 2 5 3 1 6 1 8 1 3 6

要介護１ 9 7 9 8 7 1 7 7 1 7 6 6 7 7 6 8 7 5 4 6 4 3 8

要介護２ 2 1 3 1 4 1 2 1 4 1 4 1 3 7 3 0
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要介護４ 1 1 3 1 1 1 1 1 2 1 1 2 1 1 0 0 0 5 5 8 1 1 1 3 2
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5 9 .4

社会福祉法人  西平和会

5 9 .2 6 6 .3 6 4 .9 6 4 .0 6 7 .1 6 3 .7

2月 3月

要

支

援

要

介

護

実施日数  （日）

利用者数

稼働率（％） 6 1 .1

2 2 0

月延べ人数（名） 1 5 4 1 4 2 1 5 9 1 4 8 1 4 6 1 6 1 9 1 0 1 ,7 3 3

実人数  （名） 1 8 1 9 2 1 2 1 2 0

小   計 令和5年度合計

地域密着型 地域密着型地域密着型 地域密着型 地域密着型 地域密着型 地域密着型 地域密着型
下   半   期

1 0月 1 1月 1 2月 1月

実施日数 （日）

利用者数

稼働率（％） 6 3 .3 5 2 .5 5 0 .0 5 4 .6 5 6 .8 5 5 .0 5 5 .3

要

介

護

1 3 2 8 2 3
要

支

援

月延べ人数（名） 1 5 2 1 2 6 1 3 2 1 3 1 1 5 0

実人数  （名） 1 9 1 6 1 6 1 7 1 7 1 7 1 0 2

上   半   期
地域密着型 地域密着型 地域密着型 地域密着型 地域密着型 地域密着型 地域密着型

4月 5月 6月 7月 8月

地域密着型通所介護・事業報告 （令和５年度） デイサービス五天山ふくしあ

9月 小   計 備　考



20XX 年 8 ⽉ 5 ⽇

令和6年７月/1日現在 登録者の状況 要介護度 利用者年齢

男性・・・５名 女性・・・１４名
合計・・・１９名

要支援1・・・3名 男性0名 女性3名

要支援2・・・4名 男性2名 女性2名
要介護1・・・9名 男性2名 女性7名
要介護2・・・1名 男性1名 女性0名

要介護3・・・2名 男性0名 女性2名
要介護4・・・0名 男性0名 女性0名

要介護5・・・0名 男性0名 女性0名

平均介護度1.0

年齢 男性82歳～97歳 女性66歳～92歳
平均年齢 男性87歳10ヵ月 女性86歳3ヵ月



会議⽤プレゼンテーション 9

地域別登録者数

西野・１１名

平和・３名

福井・１名

山の手・３名

宮の森・１名

曜日毎登録者数

月・7名

火・10名

水・６名

木・８名

金・10名

利用回数

週1回・６名

週2回・８名

週3回・３名

週4回・０名

週5回・２名

居宅介護支援事業所

五天山園居宅介護支援事業所

西区第2包括支援センター 西区第1包括支援センター

あすか居宅介護支援事業所

山の上病院居宅介護支援事業省

セージュ山の手居宅介護支援事業所

令和６年７月１日現在 登録者の状況



活動・行事報告

• 五天山ふくしあ自衛消防訓練
• 開催日時 令和6年７月５日(金)開始：14:30～
避難完了：14:45

• 参加者利用者９名 職員６名 要介護６名 要支
援３名

• 14:30 1階・台所ガスレンジ

より出火を確認

「火事です火元は台所です」

• 利用者に向けての声かけ、状況説明（相談室・静
養室へ避難してください）

• 消火器による消火作業 応援要請のため五天山園
に電話する。

• 初期消火に失敗しました
地下駐車場（車庫）へ避難してください

参加利用者様・見守り参加いただいた

地域の方へ無事避完了難を伝える

実施結果

①地下に避難したがスムーズに行えた

②参加した利用者様の混乱等特になかった

今後の課題

①今後の防災訓練の避難場所は消防の消火を考えると
地下が妥当

②いつどこで火災が起きても冷静に対処できるよう準
備が必要



２⾊⽩⽟のおしるこ作り

ふくしあで簡単調理
実習

６⽉の午後、簡単おやつ作りを実施しま
した。利⽤様5名の中でお菓⼦作りがお
得意な⽅が先頭となり、まず分量と⼯程
の確認、⽩⽟粉を半分に分け、⽚⽅によ
もぎの粉を混ぜ⽩と緑２⾊の種を他の利
⽤者様全員でこねて丸めてつぶして茹で
上げ、盛り付けして美味しいおしるこを
作って頂きました。 少ない材料と時間
で簡単に準備できる⽩⽟作りを今後も
⾊々な味付けで作って楽しめたらと思い
ます。

概ね３か⽉に１回の体⼒測定では歩⾏能⼒など総合的に
評価する「Timed Up ＆ Goテスト」を取り⼊れています。
測定結果をもとに安全に散歩するために必要な機能や運
動について⾒直しています。
また、体⼒測定では、他に「両⼿握⼒」、「開眼⽚⾜⽴
ち」、「5回⽴ち座り」、
「⻑座位⾝体前屈」など全５種⽬の記録を取り⻑期的運
動能⼒の推移を健康維持の為に把握しています。



フクシアはアカバネ科の落葉低木。原産地は中央、
南アメリカ、ニュージーランド。季節は6〜9月。花
の色は、白、桃、紅、紅紫。花言葉は 暖かい心



平成２６年８月に開設したデイサービス五天山ふくしあ、今年10周
年の節目を迎えることができました。ひとえにご支援くださった皆
様のおかげと、改めまして深く感謝と御礼申し上げます。

ご利用者様それぞれの
「健康で明るく生きがいのある生活を目指して」
その思いは、10年間変わらず繋げてきました。

もう10年と長くお付き合いいただいているご利用者様も複数いらっ
しゃいます。たくさんの人生の先輩方との出会いに、感謝の気持ち
でいっぱいです。ありがとうございます。

デイサービス五天山ふくしあ 職員一同



ご清聴ありがとうございました



令和6年7⽉12⽇（⾦）
今年度の運営推進会議を開催いたしました。

「運営推進会議」とは、デイサービスの活動状
況を報告し、評価を受けるとともに、必要な要
望・助⾔などいただく会議です。ご利⽤者様、
ご利⽤者様のご家族、地域住⺠の代表者、地域
包括⽀援センターの職員や、⺠⽣委員などによ
り構成される協議会を設置し、半年に1回開催し
ています。

デイサービスの活動はもちろん五天⼭ふくしあ
が取り組んでいることや地域の情報交換を⾏い
ました。今回は、7⽉5⽇（⾦）に実施いたしま
した⾃衛消防訓練についての報告。また⾃然災
害時について意⾒が聞かれました。これからも
「⻄平和会・五天⼭ふくしあ」として、⻄野昭
和地区でどのように関わり貢献していけるか、
様々な⼈々にとって住みよいまちづくりができ
るよう活動を続けていきます。






